










はじめに 

乳幼児の発達障害を効率よく早期発見するため,出生体重,在胎週数,在院(入院)日数,性別

(男女)をもとにハイリスク児の検討を行った。出生体重,在胎週数,在院(入院)日数,などの

因子は相互に関連した因子であり,1 つのみの因子だけをそれぞれ検討する(一変量解析)

では不十分である。今回本邦の 14 施設で合計 1870例のハイリスク因子を分析した。これ

らの因子はハイリスク児の健診に携わる人が特に注意してフォローアップを行う必要があ

る項目を分析したものであり,健診の現場で特に有用と思われた項目を述べる。 

総数 1870 例のうち 3才児健診の判定で正常児 1568人,境界児 131 人,異常児 171人であっ

た。ここで言う境界児とは発達遅滞が認められたが,3 才児健診で確定診断がついてない者

で内容は異常児と同じであった。すなわち,境界と異常を合わせた率は 16.1%(95%信頼区

間:14.5～17.9%)であった。 


